
ブ
ラ
ジ
ル
・
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ

― 

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
か
ら
見
た
「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ
ス
戦
争
」 

―

　

二
〇
二
四
年
二
月
十
八
日
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
首
都
ア
ジ
ス
ア
ベ
バ
で
、
ア

フ
リ
カ
連
合
総
会
首
脳
級
会
議
へ
の
参
加
を
終
え
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
ル
ー
ラ
大

統
領
は
、
記
者
団
と
懇
談
中
に
、「
ガ
ザ
地
区
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
歴
史

上
例
が
な
い
。
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
ユ
ダ
ヤ
人
を
殺
そ
う
と
決

断
し
た
時
だ
」
と
発
言
し
た
。
直
ち
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
、

「
イ
ス
ラ
エ
ル
を
ナ
チ
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
や
ヒ
ト
ラ
ー
と
比
較
す
る
の
は
レ
ッ

ド
ラ
イ
ン
を
超
え
る
こ
と
だ
」
と
非
難
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
大
統
領
に
「
ペ
ル
ソ

ナ
・
ノ
ン
・
グ
ラ
タ
（
入
国
禁
止
）」
を
宣
告
し
た
。
し
か
し
、
ル
ー
ラ
大
統

領
は
発
言
の
撤
回
も
謝
罪
も
し
な
い
ば
か
り
か
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ

地
区
で
の
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
へ
の
批
判
を
繰
り
返
し
た
。

　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
、
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
各
国
で
は
、

「
唯
一
無
二
の
犯
罪
」
と
し
て
、
他
の
事
例
と
「
比
較
」
し
「
相
対
化
」
す
る

こ
と
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
系
の
ユ

ダ
ヤ
人
に
加
え
、
十
九
世
紀
末
か
ら
ロ
シ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア

な
ど
中
東
欧
か
ら
多
く
の
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ジ
ィ
ム
系
ユ
ダ
ヤ
人
が
移
民
し
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
に
は
ナ
チ
の
強
制
収
容
所
の
生
存
者
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

現
在
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
約
十
一
万
人
で
、
中
南
米
で
は
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
に
次
い
で
多
い
。
事
実
、
ル
ー
ラ
の
発
言
に
は
、
国
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
団

体
か
ら
も
厳
し
い
非
難
が
寄
せ
ら
れ
た
。
一
方
、
同
じ
ユ
ダ
ヤ
人
で
も
、
上

院
与
党
議
員
団
長
ジ
ャ
ッ
ク
・
ワ
グ
ネ
ル
は
、「
唯
一
の
逸
脱
は
比
較
し
た
こ

と
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
は
唯
一
無
二
で
あ
る
」
と
す
る
も
の
の
、「
大
統
領
の
憤

り
は
世
界
の
大
多
数
の
人
々
の
も
の
だ
」
と
擁
護
し
、「
ハ
マ
ス
を
討
伐
す
る

た
め
に
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
殺
す
の
と
同
様
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
の
外
交
政
策
を
批

判
す
る
た
め
に
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
助
長
す
る
の
は
無
意
味
だ
」
と
、
ユ
ダ
ヤ

人
を
一
括
り
に
す
る
こ
と
に
警
告
を
発
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
大
統
領
や
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
が
、
こ
の
よ
う
に
強
い
態
度
に

出
ら
れ
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
直
接
の
回
答
に
は
な
ら
な
い
が
、
関
連
す

る
二
つ
の
背
景
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
イ
ス
ラ
エ
ル

の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
の
根
拠
は
、
一
九
四
七
年

十
一
月
の
国
連
特
別
総
会
に
お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
分
割
決
議
に
あ
る
。
そ
の

裏
に
ト
ル
ー
マ
ン
と
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
多
数
派
工
作
が
あ
っ
た
が
、
両
者

に
協
力
し
て
可
決
に
導
い
た
の
は
、
議
長
を
務
め
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
元
外
相
オ

ズ
ワ
ル
ド
・
ア
ラ
ー
ニ
ャ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
分
割
決
議
が
成
立
す
る
と
す

ぐ
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
ユ
ダ
ヤ
人
の
キ
ブ
ツ
、
ブ
ロ
ル
・
ハ
イ
ル
が
創
立
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
キ
ブ
ツ
は
ガ
ザ
地
区
の
北
十
数
キ
ロ
に
あ
る
が
、
ガ
ザ
地

区
周
辺
に
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
者
が
多
い
。
ブ
ラ
ジ

ル
は
、
毎
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
を
持
つ
ユ
ダ
ヤ
人
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
送
り
出

し
て
き
た
。
二
〇
二
二
年
に
は
、
四
〇
五
人
に
上
り
、
二
十
代
の
若
者
が
多

く
、
す
で
に
イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
軍
に
召
集
さ
れ
た
者
も
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
民
主
主
義
と
言
論
の
自
由
の
保
障
で

あ
る
。
二
〇
二
三
年
十
月
の
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
侵
攻
以
来
、
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
に
関
し
て
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
激
し
い
論
争
が
続
い

て
き
た
。
有
力
紙
『
フ
ォ
リ
ャ
・
デ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
』
に
は
、
毎
号
二
本
の

論
説
が
掲
載
さ
れ
る
ペ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
十
月
だ
け
で
二
十
本
近
く
が
寄
稿

さ
れ
た
。
寄
稿
者
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
大
使
を
除
き
、
ほ
ぼ

ユ
ダ
ヤ
系
と
ア
ラ
ブ
系
の
ル
ー
ツ
を
持
つ
ブ
ラ
ジ
ル
の
有
識
者
で
、
一
種
の

紙
上
討
論
会
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
寄
稿
者

が
必
ず
し
も
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
誹
謗

中
傷
や
、
右
派
勢
力
に
よ
る
政
治
利
用
も
目
立
つ
も
の
の
、
こ
う
し
た
民
主

主
義
社
会
に
お
け
る
言
論
の
自
由
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
外
交
を
支
え
て
い
る
。

　

セ
ル
ソ
・
ア
モ
リ
ン
元
外
相
は
、
大
統
領
の
発
言
を
擁
護
す
る
中
で
、「
ユ

ダ
ヤ
人
は
…
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
に
た
ぐ
い
稀
な
貢
献
を
も
た
ら
し
て
き
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
系
作
家
ク
ラ
リ
ッ
セ
・
リ
ス
ペ

ク
ト
ル
（『
Ｇ
・
Ｈ
の
受
難
／
家
族
の
絆
』
高
橋
都
彦
ほ
か
訳
、
集
英
社
、
一

九
八
四
年
、『
星
の
時
』
福
嶋
伸
洋
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
二
一
年
）
を

読
め
ば
、
こ
れ
が
単
な
る
外
交
辞
令
で
な
い
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
ミ

ル（
ウ
）ト
ン
・
ハ
ト
ゥ
ン
（『
エ
ル
ド
ラ
ー
ド
の
孤
児
』
武
田
千
香
訳
、
水
声

社
、
二
〇
一
七
年
）
を
読
め
ば
、
ア
ラ
ブ
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
貢
献
も
同
様
に
。

国
民
の
多
様
な
出
自
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
強
み
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地

区
侵
攻
直
後
、国
連
安
保
理
の
議
長
国
で
あ
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
は
停
戦
決
議
案
を

提
出
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
矜
持
の
表
れ
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

鈴木　茂

巻頭言
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